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ｌ
マ
ッ
ク
ス
ｉ
‐
（
「
の
審
美
理
論
の
再
検
討
Ｉ
（
上
）
（以上次号）
の新局而
湯
川
新
一
○
一
マソクス・ウェーバーの芸術にかんする論稿は、まとまったものとしては、かれの死の直後一九二一年、テーオド
（１）
ル。クロイャーの校閲を経て発表された、草稿「音楽の合理的社会学的基礎」（以下略称『幸岡楽社会学』）しかない。
しかしながら、一九○五年に発表された「プ、テスタンテイズムの倫理と資本主義の粘神」を皮切りとして、『宗教
社会学論範色所収の「序言」や「中側考察」、『経済と社会』所収の第五章「宗教社会紫」、『科学論仇ご所収の「社会
学及び経済学における〈価値自由〉の意味」、晩年の講演「職業としての学問」などの諸論稿の随所に、われわれは
ウェーバーの審美的領域への言及を見いだすことができる。マリァンネ夫人の『伝記』やハイデルベルク時代のウェ
ーバー。クライスに出入りしたポール・ホーニスハイムの『マックス・ウェーバーの思い出』の証言が語るように、か（２）
れは、神経疾患が癒・えてから、或いはその最中から晩年にいたるまで、審美的領域の問題性に拘っていた気配である。
ト
ラ
ウ
ゥェー．ハーの瀞美的傾城への関心は、きわめてプロプレマティッシュであり、またおそらくはかれ自身の特神的外
（３）
傷も作川して、たいへん切実なところがある。「社会科学及び社会政策の認識の〈客観性〉」のなかで指摘しているよ
う
に
、
『
社
会
掌
の
関
心
の
川
苑
点
は
、
我
鎌
を
順
綴
す
る
社
会
的
文
化
生
講
の
Ｉ
辨
遜
的
な
、
と
雷
っ
て
そ
の
た
め
に
も
と
よ
り
個性的な姿を失わぬ連関、並びに他の勿論これまた同様に個性的な形をもった社会的文化状態からの生成における
、
、
、
（４）
ｌ魏爽的な従って個性的な姿鵬である。」とするならば、かれのこの領域への関心の川苑点は淡のよう喉芸術の姿
で
あ
る
。「涛はいまや、しだいに独立の凹有な伽値の珠を倒鑓的に打ちたてるようになり、そして、ある菰のｌど
音楽における「体系」と「意味」
問
題
の
所
在
○
「芸術」が近代世界において、このようなプロプレマティシュな位世を与えられるということ、そのことのいわば
理論的・経験的根拠を川らかにしている論文、それがかれの唯一つの芸術社会学論稿、「斉楽の合理的社会学的離礎」
であると、わたくしは考えている。「ウェーバーが汗楽現象を学問的関心の枠の中に組み入れた」のは、安藤英桁氏
の主張しておられるように、「音楽が、一方においては人Ⅲ形成力すなわちエートスを内在させているからであり、
（８）
しかも同時に、他力においては、それが一フーフィオと癖接不可分離に結びついているから」というわけでは必しもない。
少
な
く
と
も
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
Ⅲ
題
の
た
て
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
言
い
か
た
は
正
砿
で
は
な
い
と
思
う
。
か
れ
の
考
察
の
川
発
点
は
、
あ
く
ま
で
、
エ
ー
ト
ス
と
の
有
契
的
な
意
味
の
迎
合
を
欠
い
た
、
近
代
西
欧
の
和
亦
粁
楽
の
確
認
に
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
斉
楽
に
お
け
音楽における「体系」と「意味」
一○三
後
者
は
、
プ
ロ
の確信である。
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
与
え
ら
れ
て
い
よ
う
と
ｌ
魂
仙
内
的
な
救
い
の
篭
を
う
け
も
つ
よ
う
に
旗
る
・
端
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
日
術
性
か
ら
の
、
ま
た
な
か
ん
ず
く
、
理
論
的
・
実
践
的
合
理
主
義
の
噸
大
す
る
抑
圧
か
ら
の
救
い
、
そ
う
し
た
機
能
を
う
け
も
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
要
求
を
身
に
お
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裟
術
は
救
い
の
宗
教
と
矼
接
の
雌
合
川
係
に
た
つ
こ
と
に
な
る
。
お
よ
そ
合
皿
的
な
宗
教
倫
理
は
、
こ
う
し
た
現
枇
内
的
非
介
班
的
な
救
い
に
対
し
て
敵
対
的
な
態
度
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
と
（５）
いうのも、ムロ理的な》不教倫理の側からすれば、それは無責任な享楽とひそかな愛の領域とみえるからである。」
ウェーバーは、ここで、「機械的生産の技術的。経済的条件に縛りつけられている近代的経済組織の、あの強力な
（６）
枇外秩序」からの、「救済」の或る力向として「北枩術」を略示しているようであり、それが救いの宗教と鋭く鞠藤す
る
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
「
芸
術
」
が
杖
済
た
り
う
る
と
し
て
、
そ
れ
は
「
救
い
の
宗
教
」
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
ま
た
（７）
後
者
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
場
〈
、
の
如
く
、
「
芸
術
」
を
圧
殺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
済
た
り
う
る
、
こ
れ
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
音楽における「体系」と「意味」
一○四
る
ド
リ
ア
旋
法
下
行
型
の
エ
ー
ト
ス
論
的
含
意
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
こ
と
は
可
能
と
し
て
も
、
和
声
卉
楽
に
お
け
る
変
ロ
長
調
の
そ
れ
を
論
ず
る
こ
と
は
馬
鹿
気
て
い
る
。
ド
ピ
ュ
ッ
シ
ー
の
『
ペ
レ
ァ
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
』
は
、
「
瀞
で
は
な
い
け
れ
ど
も
美
し
く
あ
り
う
る
と
い
（９）
』
ソ
の
み
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
が
善
で
な
い
と
い
う
丁
度
そ
の
点
で
美
し
く
あ
り
う
る
」
か
も
し
れ
な
い
し
、
い
や
、
と
い
う
よ
り
も
、
和
声
音
楽
は
、
音
楽
の
付
譜
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
伴
示
的
意
味
か
ら
区
別
さ
れ
る
「
音
楽
的
意
味
」
と
い
う
間
有
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
有
し
て
い
る
点
こ
そ
が
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
い
た
く
悲
き
つ
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
無
論
、
こ
の
和
声
斉
楽
を
発
生
史
的
視
角
か
ら
考
繋
す
る
と
き
、
と
く
に
そ
の
先
行
形
態
た
る
旋
法
斉
楽
の
発
生
史
的
汚
察
に
、
か
れ
が
エ
ー
ト
ス
と
の
関
述
も
蒋
慮
に
入
れ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
だ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
エ
ー
ト
ス
が
発
生
史
的
述
関
に
お
い
て
飯
大
な
役
制
を
減
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
和
声
粁
楽
も
し
く
は
音
楽
一
般
が
エ
ー
ト
ス
を
内
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
蔵
稿
『
斉
楽
社
会
学
』
に
は
、
次
元
の
異
な
る
二
つ
の
理
論
的
考
察
が
綿
密
な
方
法
論
的
配
倣
の
も
と
に
有
機
的
に
組
み
合
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
背
組
織
の
「
体
系
」
を
細
部
に
至
る
ま
で
記
述
し
て
、
「
音
楽
的
意
味
」
の
所
在
を
川
ら
か
に
す
る
い
わ
ば
共
時
論
的
な
考
察
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
の
「
体
系
」
を
発
生
史
的
視
角
か
ら
検
討
す
る
衿
察
で
あ
る
。
以
下
の
わ
た
く
し
の
所
論
で
は
、
ま
ず
始
め
に
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
こ
の
二
つ
の
考
察
を
ど
の
よ
う
に
連
関
さ
せ
て
い
る
の
か
、
少
し
ば
か
り
丹
念
な
検
討
を
加える。これによって、かれがもっぱら主題とした和声卉楽の音組織の「体系」の発生史的解明の方法設定の点では、
川意周到であるのだが、剛主題たる「脊楽的意味」の所在を扱う共時論的考察の部分では、今Ⅱの視点からみると、
若
干
の
不
備
な
点
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
い
で
、
こ
の
不
倫
を
補
う
た
め
に
、
脊
楽
の
「
体
系
」
概
念
を
、
か
れ
の
よ
う
に
、
音
、
、
素材の組織原理としての音程の「体系」にとどめず、青色、リズムなどの諸アスペクトの複合体としての『体系』概
念にまで拡大する。但し、「体系」という川諮は背組織を指すものとして、これを保存する。そして、『体系』の諸ァ
ス
ペ
ク
ト
の
な
か
で
、
そ
の
焦
点
が
、
旋
法
の
「
体
系
」
に
あ
る
も
の
を
旋
法
音
楽
と
し
、
そ
の
焦
点
が
和
斉
の
「
体
系
」
に
あ
る
も
の
を
和
声
音
楽
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
予
術
的
作
業
を
試
み
た
の
ち
、
川
斉
楽
の
祖
型
②
旋
法
斉
楽
③
和
声
卉
楽
と
い
う
三
つ
の
理
想
型
の
「
斉
楽
的
意
味
」
の
所
在
を
考
察
す
る
。
但
し
、
わ
た
く
し
の
行
論
で
は
、
川
に
つ
い
て
は
、
「
斉
楽
的
意
味
」
と
い
う
概
念
を
適
用
で
き
な
い
の
で
、
主
と
し
て
、
②
の
発
生
史
的
因
果
と
の
関
係
で
こ
れ
を
記
述
す
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
行
論
で
は
、
川
、
②
、
側
は
発
生
史
的
序
列
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
適
合
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
「
音
楽
的
意
味
」
の
所
在
を
摘
川
す
る
共
時
論
的
考
察
に
主
眼
を
似
く
な
ら
ば
、
「
体
系
」
の
机
述
と
「
体
系
」
内
部
で
の
汗
の
価
値
づ
け
の
変
遥
を
念
頭
に
お
い
て
、
②
、
側
の
理
想
型
を
作
成
し
厄
し
た
方
が
甘
足
一
貫
す
る
。
わ
た
く
し
は
、
和
声
音
楽
の
宵
組
織
の
発
生
史
的
囚
采
分
析
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
所
論
に
つ
け
加
え
る
べ
き
も
の
を
持
た
な
い
か
ら
、
本
稿
で
は
、
共
時
論
的
考
察
に
攻
点
を
世
い
て
、
旋
法
音
楽
と
和
声
吝
楽
の
理
想
型
を
榊
築
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
だ
が
、
共
時
論
的
考
察
を
こ
れ
に
と
ど
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
和
声
音
楽
の
場
合
、
青
組
織
内
部
で
の
音
の
価
値
づ
け
の
変
遷
を
含
め
て
こ
の
「
体
系
」
を
記
述
し
て
ゆ
く
と
き
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
い
ち
お
う
予
期
し
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
側
雌
し
な
か
っ
た
一
九
二
○
年
代
以
降
の
「
体
系
」
の
解
体
・
机
対
化
と
い
う
蜥
態
に
当
耐
す
る
が
、
こ
の
耶
態
を
射
程
に
入
れ
な
い
か
ぎ
り
、
今
日
の
地
平
に
お
い
て
「
音
楽
的
意
味
」
の
所
在
を
明
確
に
す
る
作
業
は
完
成
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
和
声
脊
楽
の
「
体
系
」
の
解
体
・
机
対
化
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
に
一
節
を
設
け
て
、
こ
れ
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
今
Ⅱ
の
認
Ⅱ
楽
的
意
味
」
を
成
立
ざ
ゾ
ヤ
ソ
ル
せ
る
『
体
系
』
概
念
の
輪
郭
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
房
」
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
音
楽
と
い
う
分
野
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「音楽的意味」という概念の、解体と再構成を語ることにも連なるのかもしれないのだが。…：。
音架における「体系」と「愈味」
-－
○
五
（２）員且：ロの空司の冨冴・豈冒獄ヨ８９叱凰詠いｇ⑮園冨且（円ｇ甘い８．ごｍの）〔大久保和郎訳『マックス・ウエー。ハー』ｌ、Ⅱ、一
一九六三、みすず書房〕。とくにⅡ巻の第十一一一章「美しい生活」が参考になる。またそこで引川されているルカーチヘの瞥
術ｌかれの美学の禰緬によせたウェーバーの私見ｌは『プ匝愉』の鯵嘩「巾附議蕊」、『宗教社会学』第十一節で腱剛
されたモチーフ、現世拒否の宗教倫理と芸術及びエⅦス的なものの葛藤、芸術とエⅦスの、宗教倫理にたいする関係におい
ての近似性に言及している点で大変興味深い。「私が与えられた印象は非常に強いものであり、私は〔ルカ１チの〕問題設
定
は
決
定
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
享
受
村
の
立
場
か
ら
、
次
い
で
創
造
新
の
立
場
か
ら
美
学
を
や
ろ
う
と
識
み
た
あ
げ
く
今
度
いよいよ本物の〈作品〉の番がやってきたのは有難いことです。貴兄の形式概念が登場したらどういうことになるかと私は
大いに好奇心を感じています。形象化された生〔芸術〕はたしかに経験的なものの域を越えた価値的なものであるが、それ
も
、
、
、
、
Ｕ
、
、
、
、
勺
だけでなく‐〈牢獄〉の深い一番臭の片隅にあらわれて来るエローティッシュなものもまた形象化されているものなのです。
それはすべての形象化された生とともに卵あるものの迎命を担い、〈形象を受けつけぬ〉所・圓沖の目神の王国に偶する一切
のものとの対照の質においては審美的態度に似てさえいます。このものの尖際上の位値が決定されねばなりませんが、世兄
においてはそれがどこにあるということになるか知りたいと思います。」〔大久保訳、Ⅱ三五二頁〕。
また、屈巳国・日鴨貯の】日。。旨§割ｇ内、ｑロの甸門冊勺、①朋○〉Ｂｂ：『．ｇｇ）〔大林信沿択『マソクス・ウェーバーの
思い出』、一九七一一、みすず書房〕を参照せよ。
（３）ウェーバーの個人史にたちいって、この辺の琳怖を綿密に明らかにしたのが、Ｐ風び同旨同日目、司鳶写．§ｇ恩匹司
鼬貿・乱８一門貿亀巷ミミミ貝気冒冒職雪ｇ⑯、（ｚのョ目・鳥・巳８）〔安藤英治訳『鉄の機』、一九七五年、創文社〕である。ウェー
バーが母から受け継いだピュゥリタニズムヘの固若は、父の死を契機に、ひとつの問題性として、かれの内部で自覚された。
（１）ロの日蝕Ｏｐｐ】８５口⑪・凶・］・囚⑪、ロのｐの２口巳煙、のｐＱＲ冨口⑪涛（安藤災輪・池簡英才・伽菰一郎駅『音楽社会学』、一九六
七、、創文社）
注 音楽における「体系」と「意味」
一○六
また、同じくかれの個人史（とくにかれの恋愛に焦点をあてて）にたちいって『宗教社会学論難』に散見するかれのエロ
ス輪を、いわば動機探究的に考察すると共に、当時のドイツ・インテリゲンチャの間でのフロイディズムの圧到的な影騨を
スケソチしたのが、冨貝目Ｑの①旦冨⑩ご§句＆（宮司苫の首９閏．（国Ｐ凶ｏ国・○厨．ｇゴム）である。オットー・グロース、フ
リ
ー
ダ
・
ウ
ィ
ク
リ
ー
〔
後
の
，
。
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
夫
人
で
、
エ
ル
ゼ
・
ヤ
ッ
フ
ェ
の
妹
〕
、
エ
ル
ゼ
・
ヤ
ッ
フ
ェ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の柵で生じた人間劇の記述は圧巻である。マリァンネ夫人の『伝記』第十一章では、いささか戯画化されたきらいのある、
フ
ロ
イ
デ
ィ
ズ
ム
の
使
徒
『
Ｘ
博
士
』
つ
ま
り
オ
ッ
ト
ー
・
グ
ロ
ー
ス
の
役
割
に
照
明
を
与
え
た
の
は
、
Ｍ
・
グ
リ
ー
ン
の
功
繍
で
あ
る
。
エ
ロ
ス的なものに「救済」を認める思想は、少くともその一端は、オットー・グロースからかれの愛人であった姉汕妹をつうじて、
即ちフリーダからロレンスヘ、エルゼからウェーバーへもたらされた。ご匙・己ｌ旨い
（４）。』員の・周⑭１国四・〔獄永祐治・立野保男訳司社会科学方法論』、一九一一一六、斜波文庫、四七’四八頁〕
（５）ｏ邑淘、目・田ａ円げのロ肝５８日口、・の．、囲・〔大塚久雄、生松敬一一一訳『宗教社会学論選』、一九七二、みすず替房、一一一一二頁〕。
これと類似の指摘は、三属ｐ尻§】区ぐ・閃呂日・ロ脇・凶・』○日のの．⑭句の．〔武藤一雄、薗田宗人、薗田旭訳『宗教社会学』、一九
、
、
、
、
七六、創文社、一一一○○頁〕に見られる。「芸術特有なるもの一般を意識的に兄川すことは、知性主義的文明の川現まで冊係
される。だがまさにそれの川現とともに、芸術のもつ共同体形成の力は、そしてまた芸術の宗教的救済意志との親和性は、
消滅するのである。そのとき、芸術を純粋に芸術として見ることをもっぱら要求するかの現世内的救済は、神に反するもの
として、また現世の倫理的非合理性によるあらゆる救済に敵対するものとして、倫班的宗教性からも真正の神秘主義からも
忌避される。そればかりか、遂には本凰来的な禁欲にとっても、純粋な芸術的価値そのものへの献身は、生活態度の合理的体
系化に対する容易ならぬ侵害となる。さらにそのうえ、知性主義に固有な美的模倣の態度が倫理的なことがらにおいても噸
音楽における「体系」とつ懲味」
一○七
宮 およそ四年に及ぶ神経疾患、或は思索の時期を経て、かれの個人史的な精神的葛藤が、西洋文化の合理性の解明という「普
遍史的な問題設定」にまで高められた。「ウェーバーの禁欲の『神』がカルヴィンであったとするならば、彼をそのピュー
リタンの遮産に背かせた『神林』はニーチェ、トルストイ、それにＦストエフスキーのものであった。」〔安藤訳、二三○
（７）『プ画テスタンテイズムの倫理と資本主競の精神』のなかで、ピュウリタンの職業観と道徳上の要求とが盗木主義的生活
様式にたいして「直接に影響を及ぼさざるをえなかった諸点」（傍点ウェーバー）について論じた箇所を参照。そこで、か
れは、「現世とそれが与えうる楽しみの無邪気な享楽」にたいするピュウリタニズムの抑圧の例を幾つか挙げた後で、感覚
裟術にたいするピュウリクニズムの姿勢について、「いうまでもなく、この領域では禁欲は、流の降りるように、愉しいⅢ
いイギリスの生活のうえに降りしいた。しかも、この編に当てられたのは枇俗の祭事ばかりではない。およそ「迷信」の
においのするもの、呪術や供儀による恩恵授与のあらゆる戒押にむけられたピュウリタンの激しい柵悪は、五几柱や無邪気
な教会の裟術行本ばかりでなく、キリスト教問打のクリスマス祭を迫害した。」（の挺如・円・の．温い山田・加拠、枇山・大塚
訳下巻、二○七’二一○頁）と述べて、更にこれに傍注を付して、イギリスにおいて、ピュウリクニズムの形騨のもとに、
齋楽が蕊徹した鞭怖を以下の如く記した。アーーイギリスではエリザベス期以後、戯曲のみでなく、叙怖詩や氏閖が洞渦し
てしまったことは、川知の珈災である。造形美術では、ピュウリクニズムの抑圧をうけるようなものが、余りなかったらし
い。しかし、きわめて優秀だったと思われる汗楽的才能（齋来災におけるイギリスの役削はかなり放要である）がまったく
影をひそめてしまったことは注、すべきで、それ以濤来、この力而ではアングロ・サクソン民族は、今にいたるまで、同じ状
繊をつづけている。」（葛＆⑪．澤囲・【Ｐ』前柵、梶山・大塚訳下巻二一二頁）。ウェーバーのこの桁摘（傍注の引川箇所）は、
濟楽における「体系」と忍燃」
一○八
地されるにつれ、その緊張はいちだんとたかまる。知性主識の時代に現われる倫理的判断に対する尚伍の拒否や、また伝統
的拘束に制限された湊への嫌怒は、そこから、倫理的に労えられた捌肋を美的に解釈された判断へ班形するという那鵬を悲
き起こす（典型的な形では、「非難すべき」というところを「悠趣味な」といって片付けてしまうといったことである）。し
かしながら、人川的な雛側係についての行人の判断の鯲亦は、主鯛主義的な論駁の余地ないものであってｌ狐術われわれ
は、輩術鯵論噸剛への＃によって災醗にこれを救え込まれるがｌこのことが．鎌教倣か心凡て．臆綱さと総びっいた特殊
な冷酷さを示す股も深い一形式とみなされることも大いにありうる。」
（６）の脾飼閂》の．⑭ｇ〔梶山力、大塚久雄訳『プ、テスクンテイズムの倫理と資本主義の糒神』下巻、一九六二、岩波文応、二
四
五
図
今Ⅱの研究業紙（図：ａ田のの・ミ目・具号勾・蔦ａ煙ａの伜〕§嵐。⑪．ご『Ｃ）〔一二丼徹訳『民衆の背楽』、一九七四脊飛
之
女
社
〕
か
ら
み
る
と
、
余
り
に
断
定
の
度
が
過
ぎ
る
けれども、われわれの行論の文脈では、そのことは川題にならない。ウェ
ー
バ
ー
が
、
こ
の
よ
う
に
肥
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
肝
心
な
点
で
あ
る
。
ま
た
ち
な
み
に
、
ピ
ュ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
性
愛
の
領
域
へ
の
抑
圧
に
つ
い
て
は
、
同
書
梶
山
・
大
塚
訳
一
七
七
’
一
八
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。
す
でに一九○五年の『プロテスタンテイズムの倫理と資本主義の精神』の段階で、プロテスタンテイズムの、審美的領域と性
愛
的
領
域
に
た
い
す
る
抑
圧
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
鋭
く
同
施
し
て
い
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
、
芸
術
家
や
美
学
打との交際、エルゼ・ヤップェとの恋愛に先立って、既にして、かれはｎらもかつては身をゆだねたプ画テスクンテイズム
の問題性を知悉していた、というぺきであろう。この側而ではないが、プ画テスクンテイズムに対するウェーバーの批判的
視点に注Ⅱした先駆的論稲は折原浩の「マソクス・ウェーバーにおける〈近代人〉および〈マージナル・マン・インテリゲ
ンッィァ〉の問題」（旭商邦雄、柵武直綱『二○世紀の社会学』所収、ダイヤモンド社、一九六四）である。
（
８
）
安
藤
英
締
「
マ
ソ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
汗
楽
」
、
杣
掛
、
安
藤
仙
訳
『
汗
楽
社
会
学
』
所
収
、
二
六
六
頁
。
ま
た
安
藤
英
械
氏
は
、
「
マ
ッ
ク
ス・ウェーバーの『音楽社会学』をめぐって」（『政治経済論誰』第十六巻第一号、第二号）のなかで、ウェーバーの『青楽
社会学』の成立事情についてきわめて丹念な考証を行うとともに、エートスと音楽の関係について、プラトン、アリストテ
レスの識耕作に散見する「汗楽論」を手掛りにして、論を謙細に展開しておられる。私兄によれば、安藤説の難点は、エー
ト
ス
と
斉
楽
の
側
述
を
馴
論
的
に
説
川
せ
ず
に
、
両
打
の
側
述
を
説
い
た
文
献
の
存
在
を
引
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
打
の
側
述
を
岡
川
水
も
のとみなした点にある。０５鯉・ロ⑭．ご尽勾鷺ミミ§ミミ尋・」宮口（賢二・畳、同□且ロミ尋穐（ｚ・瓜・Ｐ』や念）〔皆
川達夫、柿木謀郎訳忌仰梨の起源』、一九六九、汗楽之友社〕は、ギリシャにおけるエートス論を、旋法の絶対汗商（ピッ
チ）と側逃させて論じているが、これは両打の側述を珈論的に説明しようとした批政な試みである。
また安藤氏の所論は、『宗教社会学論染』における「エートス」概念と豆Ｍ楽社会学』の「エートス」概念とをいささか
強引に結びつけすぎると思う。安藤氏の指摘するとおり、『音楽社会学』の執筆後に、『プロ倫』論文の「エーティク」は
「エートス」に訂正されたのかもしれない。だが、「エートス」概念の内包は両者で全く異なる。『音楽社会学』の、訳書、
四二、五七、一四八、一八六頁に現われる「エートス」概念は、音楽的意味と宗教的含意が当該文化の中で有契的に述合し
音楽における「体系」と「意味」
一○九
１マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
草
稿
「
音
楽
の
合
理
的
社
会
学
的
基
礎
」
は
た
い
へ
ん
に
綿
密
な
方
法
論
的
配
慮
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
は
じ
め
に
ユ
ニ
ー
ク
な
問
題
設
定
と
結
び
つ
い
た
そ
の
方
法
論
的
配
慮
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
論
点
の
手
が
か
り
は
、
戴
稿
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
科
学
論
錐
』
所
収
の
「
社
会
学
及
び
経
済
学
に
お
け
る
〈
価
値
向
山
〉
の
意
味
」
に
川
意
さ
、
、
■
、
、
Ｂ
ｂ
、
、
も
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
経
駁
的
な
芸
術
史
や
芸
術
社
会
学
は
、
袈
術
作
仙
の
稀
美
的
評
価
を
学
問
と
し
て
は
行
わ
な
い
点
を
銘
記
し
た
の
ち
に
、
だ
が
、
そ
れ
ら
の
学
問
的
汚
察
の
関
心
の
方
向
、
説
川
さ
る
べ
き
溶
体
は
、
芸
術
作
仙
の
〔
泌
淑
将
に
と
っ
て
の
〕
稀
美
的意識によって与えられると述べて、その共体例として、齋楽史の倣域を例にとり、次のように述ぺた。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「音楽史の中心問題は、近代ヨーロッ。ハ人の側心（「価値関係性」／・）の見地からは、何といっても次のような
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
他
の
ど
こ
に
お
い
て
も
脊
楽
の
合
理
化
は
、
そ
れ
と
は
別
な
、
し
か
も
大
抵
そ
れ
と
正
反
対
の
道
を
歩
ん
だ
の
に
、
何
故
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
の
み
、
し
か
も
あ
る
特
定
の
時
期
に
、
ほ
と
ん
ど
ど
こ
に
お
い
て
も
民
俗
的
に
展
開
さ
れていた多声脊楽から和ｗ脊楽が展附されたのか、という川題である。というのはヨーＭソ．ハ以外のどこにおいて
汗楽における「体系」と．啄味」
一一○
ている珈態について言及される場合にのみ、使われる。それ故、かれは、旋祁定型における宵楽的意味と「エートス」との
述合について述べるだけで、和ｗ汗楽を記述するくだりでは、「エ１トス」について全く言及していない。これは当然であ
って、ウェーバーの視点からすれば、完成態としての和旅脊楽にとっては、「エートス」との葛藤やそれからの解汲の過程
こそが主題化さるべき課題となるからである。
（９）の四コ》⑪．ｇ《〔尼商邦雄訳『職業としての学問』、一九三六、沿波文砒、五山頁〕
第
一
節
「
体
系
」
と
「
発
生
史
」
的
分
析
の
凹
地
も宵楽の合理化は、（五度宵税の）和声的分削による代りに、（大抵は四度脊稚の）側隔的分削による青懸の展開と
い
う
道
を
辿
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
中
心
問
題
は
、
三
和
汗
の
構
成
要
素
と
し
て
和
声
的
に
そ
の
意
味
が
解
明
さ
れ
る
第
三
音の成立の問題と、さらに和声的半斉階法の成立の問題、その上に純粋にメトｍノーム式に柚子をとるのではなく、
（１）
（強拍部と弱拍部から成る）近代の》田楽的リズム法の問題である。」
この引川箇所はそのまま跳橘豆川楽社会学』の問題設定として想定して櫛わない。ウェーバーは、この手続きによ
っ
て
今
Ⅱ
鵬
雌
濟
拳
諦
を
籍
し
く
当
惑
さ
せ
て
い
る
ア
ポ
リ
ァ
ー
「
辮
楽
と
は
何
か
、
滞
楽
と
非
齋
蝋
の
机
災
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
」
ｌ
通
い
ら
お
う
川
避
し
て
、
塊
存
す
る
裟
術
蕊
の
瀞
美
的
意
味
塗
成
立
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
雑
木
的
＃
和
旋
藁
の
議
織の「体系」の発生史的山来の問題に考察の然点をしぼることができた。政栖息、楽社会学』の冒頭が、和声汗楽の
宵組織の「体系」の記述から始まるのは、決して偶然ではなく、綿密な方法論的配噸の結果である。かれは、そこで
和
声
音
楽
に
お
け
る
音
の
分
節
化
の
「
体
系
」
す
な
わ
ち
、
五
度
の
分
割
に
よ
る
楽
音
の
獲
得
と
、
楽
音
間
の
階
層
的
関
係
、
楽
音
の
進
（２）
行を規制するコード（「規則」）を記述している。垂、楽が、そうした「体系」の帝をもっぱら使川し、コードを蹄求璋え
た汗の組み合せや述結であり、聴き手とつくり手が、そういう「体系」とコードを、意識的、無意識的に学習してい
る
が
故
に
、
宰
川
の
連
鎖
は
有
意
味
的
形
象
た
り
う
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
和
声
斉
楽
の
個
々
の
脊
楽
作
品
、
つ
ま
り
、
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
肺
か
ら
で
は
な
く
、
背
紐
織
の
「
体
系
」
と
コ
ー
ド
と
い
う
水
準
か
ら
、
和
声
音
楽
の
「
理
想
型
」
を
つ
くりあげたわけである。そして、かれは、脊楽的現象を時系列にそって漠然と追いながら近代の和声斉楽の歴史的由
来を考察するのではなく、この「理想型」を発生させた与件を、潮及的に追跡しようとする。その際、かれは、それ
に
先
行
す
る
宵
楽
と
し
て
、
ま
た
共
時
的
に
み
て
和
声
音
楽
と
対
照
的
な
脊
楽
と
し
て
、
や
は
り
青
組
織
の
「
体
系
」
性
と
い
う
水
準
か
音梁における「体系」と「意味」
一一一
Ⅶ
油
ら
、
「
旋
法
汗
楽
」
の
珊
想
型
を
柵
成
し
、
更
に
「
旋
法
帝
楽
」
の
前
期
的
形
態
と
し
て
、
或
蜥繩輌討る種の兎、楽の机型」（これは私の命名）を想定する。つまり、背組織の「体系」
例⑤繩①の水飛で比較を行うことによって、青組織上の合理化の所在を川硴にして、次い
、／二鱸鱗螺剛Ⅶ鱗塞……
１約蒟型」の記述とでは、記述の次元が異なる点と、第二として、「体系」と「発生史
剛辮血椰述椰述的因果」の区別と連関の問題である。
州桝繍Ｉ糊，蕊蕊譲鮴一窪羅蕊
固
有
に
杣
川
し
う
る
音
楽
と
、
斉
楽
的
・
吝
楽
外
的
意
味
が
判
別
し
難
い
脊
楽
と
の
区
別
が
念
巨巨鱗瀬川欄鱗繍雌
Ｍ繩棚繩れてくる、という想定がある。これは別な何度からいえば、「定型」段階の宵楽
叫の似のは燕、楽的意味と幸Ⅲ楽外的な意味との関係が耕しく「打契的」だということである。
充⑥発⑦ある呪術でⅢいられる「定型」宵楽は、その呪術的効能を盃仙せぬようつねにそ
ト
ー
ソ
ゾ
ハ
テ
ム
次に第一一の論点、「体系」と「発生史的川采」の区別と迎側について触れてみたい。まず「体系」、すなわち汗組織
が
、
も
っ
ぱ
ら
此
時
論
的
地
平
の
川
譜
で
あ
る
こ
と
に
注
Ⅱ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
体
系
」
は
、
楽
吝
の
分
節
化
の
原
理
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
そ
れ
を
意
識
的
・
無
意
識
的
に
学
習
し
た
人
間
に
と
っ
て
は
、
音
の
連
鎖
を
有
意
味
的
形
象
と
し
て
受
け
と
る
た
め
の
、
蛾
も
飛礎的な枠組でもある。粁楽は、その発生史的過職に介在する無数の与件の彫騨を受けて、それ特有の「意味」性を
随伴することがあるとしても「体系」との関連で蕊る豆、楽的意味」の位相とは区別可能である。ウェーバーは、こ
の
「
体
系
」
の
記
述
、
と
り
わ
け
和
声
音
楽
の
「
体
系
」
の
記
述
を
最
初
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
声
脊
楽
、
旋
法
音
楽
の
発
生
に
介
在
し
た
無
数
の
要
因
群
の
限
定
を
行
っ
た
。
こ
の
操
作
は
、
Ｆ
・
ソ
シ
ェ
ー
ル
が
、
通
時
言
語
学
に
つ
い
て
胴
摘
し
た
、
左
記
の
よ
う
な
配脳に肪似するところがある。
「即ち時間の流れを下りつつ、一言語の歴史を、細大猟さずに記述しうるがためには、その言語の瞬側写真と数限
汗楽における「体系」と「な味」
一一一一一
の「定型」性が間守されねばならない。またその「定型」は、多くの場合、卉楽というよりか、舞踏、歌咄を始めと
す
る
様
々
の
動
作
の
複
合
体
と
し
て
の
「
定
型
」
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
「
音
楽
的
意
味
」
の
固
有
の
水
準
の
抽
象
が
著
し
く
困
難
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
段
階
の
幸
川
楽
、
あ
る
い
は
汗
楽
の
祖
型
は
、
髭
川
楽
的
形
象
の
発
生
史
的
解
川
に
、
ま
た
旋
法
齋
楽
の
発
生
史
的
因
果
の
解
明
に
、
そ
の
考
察
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
粁
楽
の
祖
型
と
旋
法
汗
楽
は
、
そ
の
外
形
か
ら
み
れ
ば
、
殆
ど
区
別
し
が
た
い
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
音
組
織
の
「
体
系
」
性
の
有
無
と
、
そ
れ
に
附
随
す
る
青
楽
意
味
論
の
地
平
で
は
明
砿
に
区
別
し
ていることを忘れるぺきではない。
２
音楽における「体系」と「意味」
一一四
リなく所有せねばならないだろう。しかしそのような条件は充たされたためしがない。……その時には展望的方法、
即ち直接記録を断念して、逆の方向をとり、回顧法によって時間の流れを棚らねばならぬ。この第二の見方の場合
に
は
、
人
は
あ
る
与
え
ら
れ
た
時
代
に
身
を
お
い
て
、
あ
る
形
か
ら
何
が
生
じ
た
か
を
で
は
な
く
、
そ
れ
を
生
み
だ
す
こ
と
の
で
き
た
（４）
より古き形は何であるかを、探究するのである。」
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
音
楽
社
会
学
』
に
お
け
る
発
生
史
的
分
析
の
手
法
も
こ
れ
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
和
声
音
楽
の
「
体
系
」
の
記
述
に
始
っ
て
、
そ
の
「
体
系
」
を
生
み
だ
す
客
観
的
可
能
性
を
も
っ
た
幾
つ
か
の
要
因
群
の
検
討
と
そ
の
前
期
的
形
態
と
し
て
の
初
期
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
、
初
期
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
の
先
行
型
と
し
て
の
教
会
脊
楽
、
世
俗
汗
楽
、
そ
の
埜
礎
に
あ
る
旋
法
背
楽
の
「
体
系
」
、
そ
し
て
更
に
は
そ
れ
を
生
み
だ
す
客
観
的
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
脊
楽
の
祖
型
…
…
。
と
い
う
具
合
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
ま
た
考
察
を
過
去
に
測
ら
せ
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、
和
声
齋
楽
、
旋
法
将
楽
、
定
型
の
汗
楽
（
宵
楽
の
祉
型
）
と
い
う
か
れ
の
理
想
型
も
、
あ
く
ま
で
、
和
亦
脊
楽
の
「
体
系
」
の
発
生
史
的
解
明
に
適
合
的
に
榊
築
さ
れ
た
理
想
型
で
あ
る
。
か
れ
の
作
っ
た
旋
法
斉
楽
や
定
狐
の
燕
Ｍ
楽
に
つ
い
て
の
理
想
型
的
記
述
は
、
実
態
と
し
て
の
そ
う
し
た
音
楽
の
、
理
想
型
的
記
述
な
の
で
は
な
く
、
和
声
音
楽
の
「
体
系
」
の
そ
れ
ら
と
の
差
異
性
を
際
だ
た
せ
、
し
か
も
そ
の
差
異
性
の
根
拠
の
発
生
史
的
囚
来
迎
側
の
砿
定
に
適
合
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
時
系
列
の
序
列
も
ま
た
、
こ
の
．
ハ
ー
ス
ペ
ク
テ
イ
ブ
で
位
肚
づ
け
ら
る
べ
き
で
、
別
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
は
な
る
ま
い
。
比
較
の
アクセントは、ヨーロッ．〈以外の斉楽の特殊性を明らかにするのではなく、近代ヨーロッ．ハの吝楽の「体系」の特殊
性の解明に置かれている。かれの『音楽社会学』のなかで、非ヨーロッパ系（とくにアフリカの）民族音楽や二○世
紀
の
西
欧
斉
楽
の
、
「
音
楽
的
意
味
」
の
形
成
に
と
っ
て
函
要
な
榊
成
要
素
で
あ
る
非
音
階
青
（
と
く
に
打
楽
器
音
）
の
問
題
が
、
故
意
に無視されているのは、おそらくこの事情のためと思われる。ウェーバー自身、これを明確に意識していて、ポール
・ホーニスハイムに次のように語っていた。
「
キ
リ
ス
ト
教
は
聖
書
宗
教
の
中
で
礼
拝
の
剛
り
を
も
た
な
い
唯
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
基
本
的
に
リ
ズ
ム
よ
り
も
む
し
ろ
メ
ロ
デ
ィ
に
も
と
づ
く
非
肉
体
的
な
（
恩
日
の
１
．
ｃ
音
楽
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
他
の
ど
こ
に
（５）
も見られないほど、はっきりしている、と。」
た
し
か
に
、
打
楽
器
音
は
近
代
西
欧
の
和
声
斉
楽
で
は
い
わ
ば
脇
役
の
位
慨
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
齋
が
、
西
欧
斉
楽
の
な
か
で
全面的に活服するのは、和声吝楽の「体系」が解体、或は相対化された二○世紀以降の出来事である。したがって、
ウェーバーのこの発言も、和声音楽の「体系」の発生的因果との連関においては正当といえよう。つまり、発生史的
因
果
迦
側
の
麟
定
と
い
う
鳳
標
の
た
め
に
は
、
「
体
系
」
概
念
の
内
包
を
ｌ
爽
際
に
は
斐
川
階
齋
を
川
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
契
機
を
無
視
し
て
－
－
士
脚
階
斉
に
限
定
し
て
、
し
か
も
そ
の
「
体
系
」
の
定
常
態
を
想
定
し
て
、
こ
の
記
述
を
単
純
化
し
た
ほ
う
が
適
合
的
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
体
系
」
概
念
の
限
定
と
そ
の
定
常
態
の
想
定
が
、
「
音
楽
的
意
味
」
論
の
充
全
な
展
開
に
と
っては、かえって梗拙となる。次にその点を詳論してみよう。
（１）。』受ｍ・日』〔松代和郎訳『社会学および経済学の「価値自由」の意味』、一九七六、創文社、六八頁〕・同様の掬摘は、
『宗教社会学論梨』の「序言」でも展洲されている。その周頭で、『論集』全体の問題設定を要約して、「近代ヨーロッパの
文化世界に生を掌けた者が普遍史的な諸問題を取扱おうとするぱあい、彼は必然的に、そしてそれは当をえたことでもあ
るが、次のような問題の立て方をするであろう。いったいどのような諸珈怖の連鎖が存在したために、他ならぬ西洋という
、
Ｂ
、
、
地盤において．またそこに錆いてのみ．普適的な意義と妥当性をもつような発展傾向をとるｌと少なくともわれわれは霧
音楽における「体系」と「意味」
一一五
注
（５）前胸、大林訳一四二頁。ポール・ホーニスハイムの巡柵災、豈冒虹、齢切目貫￥１－司育トロミ忌凱与嫡Ｑ呼貝起貿甲
暮風曽・且旨世匂沢祠・同日丙。日の編者論文貴司ロの弓Ｃ鳥。【勺：』国。ｐ荷いロの】日．．（〕◎ロロミ一一の『伜陣）口いら『←）に引証さ
れているホーニスハイムの千穂は、これと全く菰似のことを述ぺながら、いっそう具体的かつ詳細である。書き記されなか
商楽における「体系」と「意味」
一一一ハ
えたいｌ文化的論現象が姿を現わすことになったのかと」と述べた後．これに総けてそうした文化拠鱗の範例として．科
学、帝楽、Ｗ川人による学Ⅲ的徹み、政愉的公川休という趣味での国家、介班的紙憐燐本北溌、輔々をあげ、これらの範例
に共通の特徴として、「西洋文化の粥ぴている独特の『合班主溌』」を折摘した。その際、汗楽について次のように述べて
いる。「脊楽を聴き分ける耳は、今ⅡのわれわれヨーⅥソパ人よりも他の諭民族の方がむしろずっと兇難に発逮していたよ
うであり、とにかく、われわれ以下ということはなかった。さらに種々の多洲商楽はひろく肚界中に広がっていたし、多数
の楽緋の合奏とかディスカント川法さえ西洋以外の地域にもあった。西洋の〈叩狐的な汗碓はのこらず、他の地域でも、枡算
されてよく知られていた。しかし人いⅧ的和脚癖楽－１対仙汰ならびに和斉和微法Ｉ、すなわち和声の一一一腫腱よる二つの
三和青を埜礎とした宵素材の構成、また、ルネッサンス以来間隔的にでなく合理的なかたちで和声的に解釈されてきた半音
階法と災糸同汗法、弦楽川菰奏を中核とし特楽器のアンサンブル組織をもつ怖絃楽や、通奏低宵や、記譜法（これによって
はじめて近代における音楽作品の作曲と演奏が、したがって、そもそも作仙が永続的な存在となることが可能となった）、
ソ
ナ
タ
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
．
オ
ペ
ラ
Ｉ
も
っ
と
も
標
題
吝
蕊
搬
聯
音
樂
和
齋
変
化
、
半
涛
麟
法
な
ど
は
き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
普
楽
に
も
淡呪手段として児られにＩそして、それらの手段としてⅢいられるオルガン、ピアノ、ヴァイオリン肱どすべての離水漿
器、そういったものは西洋にしか存在しなかった。」〔の撰殉Ｈ、いい前掲、大塚、生松訳五’七頁〕。
（２）前掲、安藤・池官・何倉訳三’二六頁。
（３）虹稿『汗楽社会学』のなかで、後段の楽器を論じた簡所を櫛いて、その郷の柵成を図式化すると、前記（一一二頁）のよ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（４）両のａ目且口のの：協日の．。。§§【劃四《ミミ、困騨：』（Ｆｐの：口の・層⑦）〔小林英夫駅『一肩語学爪論』、一九四○、沼
波排店、二八五頁〕。
ったウェーバーの、談話の、齋楽社会学論として、たいへん貴菰な資料なので、左記に誠訳して紹介しておきたい。
「〔マソクス・ウェーバー〕はとてつもなく音楽の好きな人だった。他の問題であればいざしらず、こと青梨については、
わ
た
く
し
は
か
れ
の
判
断
に
必
し
も
同
意
し
な
か
っ
た
か
ら
、
し
ば
し
ば
猛
烈
な
論
争
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
か
れ
は
、
人
間
史に登場してきた様々の楽器について、その理論や構造を研究しており、それぞれの鳴りかたまで知っていた。かれはあま
りに早く亡くなってしまったので、それを〔そうした研究の成采を〕本にまとめることができなかった。その内海を知って
いるのは、もしかしたら、わたくし一人だけかもしれない。かれがわたくしに諮ってくれた内容は左記のとおりである。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
く
虹
要
な
、
純
粋
の
器
楽
川
を
創
り
だ
し
た
唯
一
つ
の
文
化
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
他
の
文
化
に
おいては、器楽府楽は、キリスト教世界ほどに政祝されておらず、たいていは他の粁楽の補助手段にすぎない。キリスト教
世
界
の
み
が
、
交
瀞
Ⅲ
な
ら
び
に
そ
の
瓢
似
物
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
柄
と
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
か
た
と
の
間
に
、
な
ん
ら
か
の
関
述
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
…
…
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
仙
界
の
大
宗
教
を
研
究
す
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
大
宗
教
は
、
そ
の
創
建
者
た
ち
の
初
志
に
逆
っ
て
、
宗
教
的
祭
祀
に
お
け
る
肉
体
の
利
用
を
制
度
化
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
宗
教
的
祭
祀
の
ど
こ
に
肉
体
の
使
川
が
見
い
だ
せ
よ
う
か
。
ど
こ
に
も
な
い
で
は
な
い
か
。
エ
チ
オ
ピ
ア
の
コ
プ
ト
教
会
の
例
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
な
例
外
し
か
存
在
し
な
い
。
…
…
同
様
の
〔
ま
れ
な
〕
例
は
南
部
ス
ペ
イ
ン
の
あ
る
地
力
で
も
と
き
ど
き
見
か
け
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
な
か
で
、
特
別
な
衣
裳
を
身
に
ま
と
っ
た
少
年
が
祭
壇
の
廻
り
を
伽
る
例
な
ど
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
例
は
あ
く
ま
で
例
外
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
お
そ
ら
く
は
非
キ
リ
ス
ト
教
的
謝
影
縛
に
州
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
の
例
で
い
う
と
、
前
モ
ス
レ
ム
期
の
諦
影
雛
に
柵
因
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
祀
に
お
い
て
は
、
肉
体
は
砧
ど
杵
無
に
近
い
。
隣
式
を
司
る
牧
師
が
、
肉
体
に
た
い
し
て三種類のごｎ］ご島目を施すという事災があるのみである。しかも、牧師が急いでミサを挙げるときには、その実施にさし
て注意を払わないこともしばしばある。プロテスクンテイズムにおいては、とくにカルヴィニスト的伝統に近いものにおい
ては、肉体は、性や原罪などと結びつくものとして位置づけられ、したがって、神を讃える手段としては、殆ど許容されて
ては、｛
いない。
この点にかんするウェーバーの見解は以下のとおりである。キリスト教は、他の宗教の礼拝につきものの、肉体と肉体の
音楽における「体系」と「意味」
一一七
こ
こ
で
前
節
の
所
論
の
な
か
で
、
い
わ
ば
無
定
義
的
に
用
い
て
き
た
、
「
体
系
」
と
「
音
楽
的
意
味
」
と
い
う
概
念
の
内
容
を
い
ま
少
（１）
し明確にしたうえで、両者の関述を明らかにしておきたい。「体系」は、ウェーバーの『率同楽社会学』の川語法では、
「帝組織」に相当する。「体系」と呼ぶに倣いする「音組織」を布するのは、無論、旋法汗楽と和声帝楽だけではな
い。だが、韮斉（川発点となる或る振動数の軒）の振助数の盤数倍汗及びそれとの振動数比の単純な音で構成された
青組織を有するのは、旋法音楽と和声斉楽である。ウェーバーの『音楽社会学』は、和声脊楽の発生史的解明をもっ
ぱらの主題としているので、かれの「体系」概念は、音の分節化の原理として、基音の鞍敷倍音と振動数比とを基軸
に設定されているわけである。この原理を少し説明しておこう。
基音の振動数比の２倍がオクターブ上の青（８度）で、これは普通高さの異なる同菰類の音として判別される青で
ある。（また大ざっぱに言って）雑音とそのオクターブ上の青は、列・女の声の満さの机災ともいえる。このオクタ
音楽における「体系」と「意味」
一一八
リズムの使川を排除したために、他の側面をいっそう強調することが可能になった。〔ウェーバーの示唆によれば〕これに
加えて、キリスト教世界において、中世後期のイスラム世界にもまして、数学にたいする大きな関心が育っていたことを忘
れてはならない。このことは、明らかに、抽象的な事柄にたいする関心が、物理学や音響学の発展の、また物理学的・音響
学的に調整された楽器の発展の原因にもなったということを意味している。以上がマックス・ウェーバーの調ゆる「抽象音
楽」、すなわち人間性や肉体や人間の声とあまり関わらないタイプの需楽の山来と発展にかんするかれの立論の大筋であ
る。」（ご苞・ロ圏）
第
二
節
「
体
系
」
と
「
吉
楽
的
意
味
」
１
－プ（８度）の分割によって、差異性とⅢ定性の知覚の容易な普群がえられる。分割の原理は、旋法音楽（４度の間
隔原理による分判）と和声脊梁（５度の和声的分削、倍帝原理に比較的に忠実な分割）とでは異なるが、両者の帝楽
では、この分削によって獲得された音がもっぱら使用される。以上の原理は、言うまでもなく、「体系」の完成態であ
って、発生史的過程のなかで生れる様々の個々の音楽形象は、原理にはずれるケース、或いはそれを無意識に反映し
ているにすぎないケースもありうる。そして、問題は、この原理によって獲得された音群は、「体系」の完成態にお
いては、平等な価値を持つものではない、という点にある。それらの脊机瓦の間に、「体系」のなかでの、或る菰の
、
、
、
、
、
、
階層的な関係が賦与されているのである。それを仮に「体系」内的価肱と名付け、青の力を「体系」内楽斉を名づけ
ておこう。具体的に言うと、例えば、ラドレミソラ、という具合にオクターブを分割したペンタトーーック（五立口音階、
基音の８度上のうを含めて六宰阿）であれば、この旋法をⅢいた音楽の開始青、終止音、中心音は何か、といった観点
から、各脊の「体系」内的価値を杣川することが可能である。和声脊楽でいえば、５度の和声的分制に依りながらも、
（２）
その過程で生ずる微少音程のズレを回避するために、オクターブを平均律で、半土側に分割するが、その名立同を主音と
する別の長・短調によって、各青の「体系」内的価値の位置づけが可能なのである。
前
節
で
の
わ
れ
わ
れ
の
議
論
は
、
人
々
が
こ
の
「
体
系
」
を
認
知
し
て
い
る
が
故
に
、
音
楽
的
形
象
が
で
た
ら
め
な
宵
の
連
鎖
で
は
な
く、「右意味」な事態として受けとることができる、ということを前提としておいた。議論を単純化するためにそう
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
「
普
楽
的
意
味
」
の
所
在
を
明
確
に
す
る
に
は
、
い
さ
さ
か
不
充
分
で
あ
る
。
第
一
に
、
旋
法
音
楽であれ、和声音楽であれ、これまで述べてきた音階音という「体系」内晋のみならず、打楽器青や「体系」内価値
づけに違反する「体系」外音－微分童や半祷ｌを綾川するのだし、第二として、これおの「体系」内需、「体
府楽における「体系」と「意味」
二
九
と
す
れ
ば
、
「
体
系
」
概
念
は
、
音
組
織
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
諸
ア
ス
ペ
ク
ト
に
か
ん
す
る
諸
規
則
を
含
む
も
の
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
際
、
「
体
系
」
概
念
の
内
包
が
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
は
な
は
だ
川
難
な
問
に
た
い
し
て
、
わ
た
く
し
は
Ⅱ
下
の
と
こ
ろ
解
梓
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
の
だ
が
、
少
く
と
も
、
「
体
系
」
は
、
傘
、
職
、
リ
ズ
ム
、
斉
色
…
…
蝉
の
柵
ア
ス
ペ
ク
ト
に
か
ん
す
る
赫
拠
川
の
鑿
体
で
あ
る
、
と
い
え
る
と
鯉
う
１
以
下
、
齋
組
織
の
「
体
系
」
と
鮒
拠
川
の
纐
徽
と
し
て
の
『
体
系
』
を
、
「
体
系
」
と
『
体
系
』
で
区
別
し
て
川
い
る
こ
と
に
す
る
１
．
そ
し
て
、
『
体
系
』
の
誠
ア
ス
ペ
ク
ト
の
な
か
で
．
そ
の
焦
点
が
、
和
音
の
「
体
系
」
に
あ
る
も
の
が
和
声
音
楽
で
あ
り
、
旋
法
の
「
体
系
」
に
あ
る
も
の
が
旋
法
音
楽
で
あ
る
。
焦
点
が
、
リ
ズ
ム
に
あ
る
も
の
、
焦
点
が
楽
器
の
音
色
の
扣
異
に
置
か
れ
た
も
の
、
或
い
は
そ
れ
ら
の
混
合
態
の
普
楽
麺
型
も
あ
る
。
『
体
系
』
は
諸
規
則の複合体であるのだが、その複合体の構成契機の序列に応じて、さまざまの音楽翻狐を想定できる。
こ
う
し
て
み
る
と
、
人
々
は
、
こ
の
よ
う
な
序
列
や
位
階
性
を
も
っ
た
腋
契
機
の
複
合
体
と
し
て
の
『
体
系
』
を
学
習
し
て
い
る
が
故
、
ｂ
、
、
に、濟楽的形象をつくり、械奏し、聴取し、そこに「帝楽的意味」を認知する、といちおう言えそうである。もちろん、
『体系』の複合体の構成契機ならびにその焦点のありか次第で、「脊楽的意味」の所在を異なってくる。ウェーバー
の
引
証
す
る
ギ
リ
シ
ャ
人
の
例
は
、
協
和
青
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
が
『
体
系
』
の
焦
点
で
な
か
っ
た
し
、
ま
た
『
体
系
』
（３）
の構成契機それ自体の襖に含まれていなかったために、そこに何の「立同楽的意味」を認知しなかった事例である。ま
た、Ｒ・ヤコブソンの引証するアフリカの部族の例は、豆脚色」が『体系』の焦点であるために、かれらの脊楽を少
（Ⅱ）
なくとも辮職の動きについてはそっくり模倣した西欧人の減爽を同一のⅢとしては総知し．ｘなかった例である。
齋楽における「体系」と「意味」
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系
」
外
音
の
運
川
に
あ
た
っ
て
、
リ
ズ
ム
、
音
色
…
…
等
々
の
諸
ア
ス
ペ
ク
ト
が
加
わ
る
が
、
そ
こ
に
も
或
る
種
の
諸
規
則
が
介
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
旋
法
帝
楽
と
和
洲
汗
楽
の
認
Ⅱ
楽
的
な
味
」
の
所
在
を
問
題
と
す
る
と
き
、
離
論
を
こ
の
水
那
に
側
め
て
お
く
こ
と
はできない。というのは、背組織の「体系」内の汗机兀の「体系」内的価値づけの序列がしばしば変化し、それに伴
って、『体系』の構成要素間の関係が変化したり、「体系」の『体系』の焦点としての比正が弱まったり、戎は、「体
系
」
外
音
が
「
体
系
」
内
汗
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
発
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
一
般
的
に
い
っ
て
、
「
体
系
」
及
び
紺
契
機
の
複
合
体
と
し
て
の
『
体
系
』
の
疋
術
態
か
ら
の
逸
脱
が
、
「
脊
楽
的
意
味
」
を
優
れ
て
活
性
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
る
か
ら
で
あ
る
。
旋
法
音
楽
の
場
合
、
四
度
の
分
割
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
間
隔
原
理
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
テ
ト
ラ
・
コ
ー
ド
（
四
度
）
内
部
の
中
間
音
の
位
置
づ
け
に
か
ん
し
て
、
「
体
系
」
の
定
常
態
か
ら
の
逸
脱
は
、
あ
る
意
味
で
常
態
と
い
え
る。そして、同じ旋律を異なる楽器で、或は歌と楽器で淡奏するヘテロフォニイ型態の帝楽になると、旋法背楽の『体
系
』
の
な
か
で
、
旋
法
の
「
体
系
」
と
リ
ズ
ム
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
の
関
係
が
た
い
へ
ん
込
み
入
っ
た
も
の
と
な
る
し
、
ま
た
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー型態の音楽に至ると、四度の間隔原理の分割による「体系」それ自体の枠組が障害となって、鹸終的には「体系」
そのものを解体してしまう。和声斉楽の場合、音素材の抽川原理としては「体系」の定常状態を仮定できるとしても、
「
体
系
」
内
の
帝
の
価
値
づ
け
に
か
ん
し
て
は
、
バ
ソ
ハ
以
降
、
ド
ピ
ュ
ッ
シ
ー
に
至
る
系
譜
は
逸
脱
に
次
ぐ
逸
脱
の
歴
史
と
み
な
す
ほ
か
は
な
い
。
逸
脱
が
「
体
系
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
の
「
体
系
」
か
ら
ま
た
逸
脱
が
生
じ
、
そ
の
逸
脱
が
ま
た
「
体
系
」
に
編
入
さ
れ．…．．といった事態の連続であって、シェーンベルクに至って、「体系」そのものを解体してしまった。しかも、こ
の
肋
向
は
、
『
体
系
』
の
他
の
榊
成
契
機
た
る
リ
ズ
ム
や
青
色
や
「
体
系
」
外
肝
と
の
関
係
に
も
大
き
く
作
川
し
て
い
る
。
陪
背
系
列
の
汗
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
「
意
味
」
一一一一
２
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（５）
なかで基音から遠い土、が協和土、に編入されてくるにつれて、打楽器の糖紋な動きや音色の差異性をきわだたせる音楽
作
船
が
幾
場
し
て
く
る
。
つ
ま
り
、
『
体
系
』
の
な
か
で
和
帝
の
「
体
系
」
と
し
て
の
焦
点
の
比
正
が
耕
し
く
低
下
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
逸
脱
」
は
、
人
々
の
意
識
の
な
か
に
あ
る
、
「
体
系
」
も
し
く
は
『
体
系
』
の
了
解
を
余
り
に
超
え
す
ぎ
る
な
ら
ば
、
い
わ
ば
で
た
ら
め
で
あ
る
。
突
然
変
異
で
は
な
く
、
つ
ね
に
ほ
ん
の
一
歩
の
逸
脱
が
兎
Ⅱ
楽
的
意
味
」
の
知
覚
を
活
性
化
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
和
声
斉
楽
の
場
合
、
少
く
と
も
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
に
至
る
ま
で
は
、
そ
の
逸
脱
が
、
つ
ね
に
、
「
体
系
」
に
再
編
さ
れ
て
い
た
助
向
は
、
そ
の
こ
と
の
ひ
と
つ
の
例
証
と
い
え
よ
う
。
わ
た
く
し
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
音
楽
的
意
味
論
」
は
、
「
体
系
」
と
『
体
系
』
の
学
習
、
そ
し
て
そ
の
逸
脱
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
旋
法
卉
楽
も
し
く
は
和
声
斉
楽
の
「
体
系
」
が
解
体
、
あ
る
い
は
机
対
化
さ
れ
て
し
ま
った地平では、わたくしの「脊楽意味論」それ自作が放榔さるべきではないのだろうか。或いは、『体系』概念その
ラ
デ
ィ
カ
ル
ものを再検討すべきではないのだろうか。彦」れは根底的なアポリァである。だが、そのアポリァにたちいるまえに、
わ
た
く
し
の
三
口
楽
的
意
味
論
」
自
体
を
い
っ
そ
う
具
体
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
はじめに卉楽の「体系」の成立していない祉型の斉楽について芳干の記述を行う。わたくしは、これをもっぱら旋
法商楽の発生史的旧来との側述で記述する。その限りにおいてウェーバーの立論と変らないが、机型の脊楽が、卉楽
というよりか、呪術と灯契的に迎合した炎現行肋の複合体の「定型」であることを一刑強綱しておく。次いで旋法脊
楽の「体系」とその逸脱と「体系」への再編、或いは「体系」の解体について記述する。岐後に、和声脊楽の「体系」
とその再編並びにその解体について記述するが、この手続きを終えた後に、先のアポリァに立ち戻ることにしよう。
ア
イ
デ
ア
（１）「体系」と「音楽的意味」とを連関して把握する発想は、ウェーバー自身の『幸同楽社会学』に含まれている。しかし、ウ
ト
ー
ソ
、
ゾ
ュ
ス
テ
ム
ェーバーの青組織という「体系」概念はあく●まで吝程の「体系」である。だが、音楽は「体系」外青を含むし、青色、
リズム（強弱と帝価）………等々のさ●まざ戒のアスペクトの複合体であるから、かれの「体系」概念だけで、「脊楽的意味」
の所在を説得的に論証することは藷しく困難である。また、ウェーバーも気づいていたように、青組織の「体系」内での青
の価値づけの変遷、あるいは「体系」内部の矛盾のありかた次第で、他のアスペクトとの関係も変ってくる。つまり、「音
楽的意味」を構成する諸契擬の複合体の編成が変化する。問題の焦点が、音組織の「体系」の発生史的因果の確定から、音
楽的意味論の地平に移行するとき、「体系」という概念そのものの再構成が不可欠になる。
しかも、こうした『体系』の学習という次元を導入して始めて、「斉楽的意味」という範隅を鯰ずることができる。人は、
『体系』を学習していないかぎり、青の連鎖に「有意味」の知覚は困難だからであり、またそれがないかぎり、『体系』を
、
、
、
０
逸脱する音楽的形象に、鋭い「音楽的意味」を感知することも不可能であるＰ
この節では、『体系』概念の全而的なｒ構成も、そうした『体系』の学習と「音楽的意味」の連関の綿密な老察も行って
コ
ソ
テ
サ
人
卜
いない。ただ、そのほんの端初的な試みを行うことによって、「脊楽的意味」の所在という問題の文脈に耕干の照明を与え
るにとどまった。その作業を行ううえで、前記のソシュールの所論、閃ＯＢ：〕鳥・庁）⑩○口・同いい口冴烏口三項鳳愚§②§。§輪‐
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音楽における「体系」と「意味」
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注
CIC．、116■
音
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
「
意
味
」
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
’1i”i”
〃〃
鰯Z’
;鰯鰯
①Iji(始
②古代ギリシャ
③'１１世
④ルネサンス
⑤17世紀からベートーヴエン
⑥ヴァーグナーからドビユッシー
⑦ラヴェルからメシアン
一二四
（２）５度を雑軸にして脊隣をつくると、全齋について、＠へ②（大全音）と
巴へ⑪（小全音）、半脊について』巴田という三種戴の音程できる。大全音
と小全音に①へ⑪卜巴へ①Ⅱ巴へｇという音程差があり、しかも半脊は全音の
半分ではない。この不都合をのぞくため、オクターブを、半脊にわけて、
その一つの音程を届く剣にしたものが平均律であ為。平均律では、全
青は、半音届くⅥの２倍すなわち。く矧となる。このようにして獲得
された平均律音階の「体系」内部の階胴的関係については、後に「和声
音楽」の音組織の「体系」を述べる節に至って詳述する。
（３）「彼等〔古代ギリシャ人〕にとっては、およそ帝楽における協和青の
同時使用についていえるのとまったく同様に、和音についても、その究
極の言葉は、和音はエートスも持たないということであった。すなわち、
そ
の
蔽
味
と
い
う
の
は
ｌ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
偽
搬
が
ほ
か
の
帆
所
で
剛
ら
か
に
し
ているようにＩ協和和声（それはまさしく楽器の脅洲から知られてい
た）はたしかに側いた耳には快いが、いかなる音楽的意味をも持ってい
ないということである。」〔前掲、安藤・伽倉・池宮訳一四八頁〕
（
４
）
前
掲
、
米
重
文
樹
訳
九
九
’
一
○
二
頁
。
、
、
、
（５）ジャック・シャイエは、僻斉糸列の近いものから次第に遠いものが協
和音に編入されてきた過程を上記の如く図式化している。
ちなみに上の図はあくまで、自然怯脊列に忠実な（音響学的にみても
納得のゆく）協和音の階梯である。だが、シャイェも断わっているよう
に（またウェーバーも見落さなかったが）、和声音楽はこれらの音程の
斉
楽
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
、
Ｃ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
求
愛
の
手
段
説
、
ピ
ュ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
共
側
労
働
に
お
け
る
祁
肋
を
持
つ
か
け
声
に
求
（１）
め
る
見
方
、
ル
ソ
ー
の
言
語
起
源
説
を
始
め
。
と
し
て
、
様
々
の
憶
説
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
明
確
な
定
説
は
存
在
し
な
い
。
年
表
と
し
て
（２）
定評のある、アルノルト・シェリングの『西洋亟川楽史年表』は、記元前三五○○’二五○○年にメソポタミア及び古
バビロニアに、リラ、リュート、笛、大鼓などが奉献や凱旋の場面に描かれていること、．また紀元前二六九七年に、
黄
帝
の
命
に
よ
り
、
伶
倫
が
中
国
音
階
の
基
礎
を
定
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
資
料
的
に
残
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
辺
が
音
楽
の
岐
古
の
部
狐
の
記
録
に
ぞ
く
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
の
汗
楽
は
紀
柵
法
ル
ー
有
し
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
れ
を
其
体
的
に
知
る
手
掛
り
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
誕
生
し
た
、
比
較
音
楽
学
、
民
族
学
、
或
い
は
昨
今
の
民
族
音
楽
学
の
研
究
成
果
の
蓄
菰
に
よ
っ
て
、
自
然
民
族
の
晋
楽
的
形
象
の
輪
郭
が
相
当
に
判
明
し
て
き
た
の
で
、
あ
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
も
っ
て
、
斉
楽
の
祉
型
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
自
然
民
族
の
音
楽
が
こ
の
数
千
年
間
全
く
変
化
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
音
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
認
鰍
芭
一二五
みを協和音とみなしているわけではなくて、青騨学的には正当化できない音樫をも協和宵に編入している。その鼠も古く、
かつ代表的なものが矩３座の完全和宵であるが、こうした非自然的協和汗の許存度も、鵬史的にみれば次姉に卿火する伽向
が霧取される。これは、シャイエの川語法でいって「似れ」、本論の川語法でいえば「学科」によって正当化するほかはな
い。許葬度の限界点は、和声脊楽の「体系」内部の価値づけの変化、あるいは「体系」の肋解と閲述する論点のため、後の
和声音楽の「体系」を論ずる節でふれることになるだろう。〕“８口のい◎官筥旦・『、日怠聾陶§（：巨富控目②息三浸蝕目へ、
（勺§⑩．』し巴）〔藤川幸雄、端桑毅訳『音楽分析』、一九六八、齋楽之友社、二四頁〕。
鉱
三
節
音
楽
の
祖
型
と
表
現
行
助
の
複
合
体
１
音楽における「体系」と「意味」
一一一一ハ
はできない。したがって、それを原始氏族の音楽とを実態的に同一机することは不可能であるが、文化接触の乏しい
民
族
の
場
〈
瓜
そ
の
土
、
楽
が
あ
る
菰
の
近
似
性
を
示
す
と
、
仮
定
し
て
構
わ
な
い
と
思
う
。
両
者
の
斉
楽
は
、
音
組
織
の
「
体
系
」
や
音
楽
的
意
味
の
固
有
の
水
畑
が
抽
出
し
に
く
い
と
い
う
点
で
、
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
点
が
わ
れ
わ
れ
の
蒋
察
の
川
発
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
ひ
と
く
ち
に
自
然
民
族
の
脊
楽
と
い
っ
て
も
、
普
楽
人
類
学
者
、
Ａ
・
Ｐ
メ
リ
ア
ム
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
音
楽
（３）
にたいする主観的態度の次一工からみれば、行氏族に固有の「土加楽」概念があることになる。しかし、われわれとして
は
、
当
而
そ
う
い
う
細
部
に
注
川
す
る
の
で
は
な
く
、
汗
楽
的
形
象
の
発
生
と
旋
法
齋
楽
の
発
生
史
的
阿
呆
と
の
側
迦
で
、
側
然
氏
族
の
脊
楽
に
言
及
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
民
族
の
脊
楽
が
、
そ
の
打
楽
器
音
に
お
い
て
旋
法
音
楽
や
和
声
音
楽
よ
り
も
、
よ
り
精
微
な
「
リ
ズ
ム
の
契
機
」
有
す
る
と
し
て
も
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
旋
法
汗
楽
の
前
期
的
形
態
と
想
定
し
て
行
論
を
展
開
す
（４）
る
こ
と
に
な
る
。
つ
い
て
い
る
。
「ここでわれわれは、次のような社会学的邪突を想い起こさなければならない。すなわち、非常に初期の発展段
階では、未開の齋楽のかなり多くが純粋な美的享受とは縁遠く、実川的なＨ的に支配されていたということ、岐初
は
と
り
わ
け
魔
術
的
な
側
的
、
と
く
に
除
祓
的
（
祭
祀
的
）
Ⅱ
的
や
祓
魔
的
（
医
術
的
）
Ⅱ
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
突
で
あ
る。そしてそのために未開音楽の発展は、すべてを類型化しようとする傾向、魔術的意味をもつどんな行為にも、
は
じ
め
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
自
身
の
二
口
楽
社
会
学
』
の
記
述
を
手
が
か
り
と
し
て
い
え
ば
、
こ
の
時
期
の
斉
楽
は
呪
術
と
分
ち
難
く
結
び
IMIﾘﾄ①
茜FiqE窪ヨユ
目三二冒邑ヨニ巳三匹二二三汗楽に
お
け
る
(フィージーホルンボステルliull）
＝＝ﾛ■－－■■■－－＝￣←＝～
■■■■
ま
た
臓
術
的
意
味
を
も
つ
ど
ん
な
物
体
に
も
つ
き
も
の
の
、
あ
の
傾
向
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
”造型芸術の作肺であろうが、あるいは身振りや朗咄であろうが、あるいはまた舞踏であ
し一刀
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
全
部
が
一
緒
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
神
ス都神や恐魔どもを左右しようとするどんな手段にも当てはまることであった。ひとたび効
ル称采が砿められた定型から逸脱すれば、すぺてその魔術的効力は破壊され、超自然的識的
人赤誹力の怒りを招くかも知れなかった。だから旋律の定型を正確に記憶に慨めておくこと
万は、雄も本来の意味において「死活問題」であったし、「誤った」歌い方をすることは
万一個の罪であって、その罪を償うために違犯者を即刻死刑に処するほかないことが多か
ィ
（
５
）
爺った。」
イン右の長い引用のなかで次の一一点に留意しておきたい。第一は、幸同楽的形象の成立の上で
ソ宛決定的な点、旋律の定型が始めて形成されたことであり、第二は、その定型と呪術的機能
？ｒとの連合が有契的である点である。
（６）
（７）
そこでまず、旋律の「定型」の内容を、Ｃ・ザックスの豆、楽の源泉』『土川楽の起源』
に
も
っ
ぱ
ら
依
拠
し
て
、
い
ま
少
し
具
体
的
に
見
て
お
き
た
い
。
卉
楽
の
机
型
は
、
少
く
と
も
そ
の
端
初
に
お
い
て
は
、
楽
器
を
使
用
せ
ず
、
声
楽
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
。
そ
の
姫
も
素
朴
な
形
態
は
、
「
グ
リ
（８）
ツサンドの叫び声」（ウェーバー）、あるいは「タンブリング・ストレイン（急降下する
（９）
旋律）」（Ｃ・ザックス）であるが、これ日体は、旋律の「定型」とい』ソのは困難であろう。
「体系」と「意味」
一二七
確からしい。
こ
う
し
た
詩
行
が
、
企
ぺ
る
励
物
の
名
前
を
い
れ
か
え
る
他
は
、
全
く
の
定
型
で
く
り
か
え
さ
れ
る
。
旋
休
狐
の
力
は
、
ザ
ッ
ク
ス
の
付
し
た
脱
川
に
よ
る
と
、
詩
の
シ
ラ
プ
ル
に
よ
っ
て
多
少
の
粁
仙
の
分
捌
は
あ
れ
、
二
背
の
み
で
上
川
澱
が
２
度
の
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
。
脊
税
が
狭
く
、
練
り
返
し
の
多
い
点
は
、
自
然
氏
族
の
濟
楽
の
旋
律
型
に
あ
ま
ね
く
兄
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
と
く
に
楽
器
を
使
川
し
な
い
民
族
（
ヴ
ェ
ッ
ダ
族
は
そ
の
好
例
）
に
見
ら
れ
る
特
色
で
あ
る
。
音
程
は
２
度
と
は
限
ら
な
い
が
、
５
度
を
越
え
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
ま
た
、
三
音
、
四
音
旋
律
の
誕
生
に
は
、
（
楽
器
の
使
用
な
ど
の
）
相
当
の
進
化
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
（肥）
ようである。ザックスが考えたように、旋律が一斉程から二斉職、一二士川穐、凹痙川程と順次進化してきたものかどうか、
（Ⅲ）
こ
れ
は
昨
〈
丁
の
民
族
音
楽
学
の
成
果
（
例
え
ば
、
小
泉
文
夫
『
日
本
伝
統
卉
楽
の
研
究
』
）
か
ら
み
る
と
、
大
変
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
｜
音
程
や
二
音
程
で
、
２
度
を
始
め
と
す
る
、
ご
く
狭
い
進
行
の
多
い
こ
と
、
こ
れ
が
脚
然
氏
族
の
旋
休
の
特
色
で
あ
る
こ
と
は
机
当
に
音
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
「
意
味
」
一二八
む
し
ろ
、
Ｃ
・
ザ
ッ
ク
ス
の
挙
げ
る
、
次
の
一
斉
瀧
の
旋
律
の
方
が
（
一
二
七
頁
の
譜
例
①
参
照
）
、
そ
う
し
た
「
定
型
」
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
の
よ
う
な
旋
休
は
通
例
必
ず
詩
を
と
も
な
う
。
例
え
ば
、
セ
イ
Ⅶ
ン
の
ヴ
ェ
ッ
ダ
族
の
場
合
、
タ
ラ
ゴ
ャ
を
焼
い
て
企
ぺ
る
と
鹿を焼いて食べると、
（、）
風が吹いてくる。
風が吹いてくる。
風が吹いてくる。
ソ
ニ
ン
ナ
を
焼
い
て
食
べ
る
と
、
そして、ザックスによれば、こうした旋祁型を歌う「脚」そのものが、マンネリズム（「定型」）を有している点も、
この瓢の斉楽の特色である。この指摘はザックスの大変な卓見である。
「
歌
唱
が
、
日
常
的
人
間
性
を
離
れ
た
、
慌
惚
の
境
地
に
達
す
る
行
為
で
あ
る
場
合
に
は
、
い
つ
も
、
通
常
の
人
間
的
表
出
か
ら
離
れ
去
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
演
奏
に
お
い
て
は
声
は
「
自
然
的
」
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
往
く
次
の
ような自然の声から離れたものとなるのである。それは溌肋、ヨーデル、服茄、助物の擬ｗ、沖で色どられている。
人
川
は
、
叫
び
、
わ
め
き
、
金
切
り
声
と
川
し
、
川
ご
も
り
、
あ
る
い
は
、
脚
汗
を
出
す
。
あ
る
種
族
は
、
歌
唱
の
、
的
に
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
発
声
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
（
定
型
）
を
区
別
し
て
、
保
持
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ー
族
は
、
鼻
音
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
恋
愛
歌
の
た
め
に
、
と
っ
て
お
く
。
南
米
北
部
の
オ
リ
ノ
コ
沿
岸
で
は
、
女
性
の
歌
い
手
た
ち
は
、
気
味
の
恐
い
仮
川
を
つけた則り平があらわれると、卯をつまむ。そしてイェーメンのユダヤ人は、タルグミム〔日四樗日目すなわち、迎
替
の
ア
ラ
ム
譜
訳
を
朗
唱
す
る
た
め
に
、
少
年
の
商
い
ピ
ッ
チ
の
音
を
用
い
る
。
こ
の
最
後
の
例
は
、
正
確
に
言
え
ば
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
（Ｍ）
ムの例ではないのかもしれないが、やはり、特殊な目的のためのある色どりとい・えよう。」
さ
て
、
こ
の
斉
楽
の
机
型
の
定
型
的
特
徴
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
、
こ
れ
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
歌
・
身
振
り
・
無踏が一体となって、「定型」性を帯びたものが多い点が挙げられよう。再び長い引川になるが、ここでは、ルース・
ペ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
調
査
し
た
ア
メ
リ
カ
北
西
海
岸
地
方
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
部
族
の
例
を
ひ
い
て
お
く
（
Ｒ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
文
化
の
型
２－
、－／
◎
「
ク
マ
の
刷
り
手
た
ち
が
剛
る
時
に
は
、
コ
ー
ラ
ス
は
歌
っ
た
。
偉大なのはこの大きい神秘の毛皮である。
音楽における「体系」と「意味」
－－
一
九
脊楽における「体系」と「意味」
一三○
そ
れ
は
人
々
を
腕
に
か
か
え
、
苦
し
め
る
そ
れ
は
人
々
の
皮
と
付
を
む
さ
ぼ
り
食
い
、
肉
と
竹
を
か
み
く
だ
く
剛
リ
の
最
中
に
間
違
い
を
犯
し
た
剛
リ
手
は
す
べ
て
、
あ
た
か
も
死
ん
だ
よ
う
に
地
に
ひ
れ
ふ
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
の
ち
に
ク
マ
に
扮
す
る
人
が
呪
わ
れ
て
ひ
れ
ふ
し
て
い
る
則
り
手
た
ち
に
襲
い
か
か
り
、
妓
後
に
は
か
れ
ら
の
体
を
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
い
て
し
ま
っ
た
。
と
き
に
は
、
こ
れ
は
単
な
る
兄
せ
か
け
に
し
か
過
ぎ
な
い
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
い
く
つ
か
の
Ⅲ
遠
い
に
関
し
ては、伝統的な教えに従って刑馴をまったく軽減しない場合もあった。クマに扮する者たちは、大きな儀式の鵬Ｚｎ
に
は
、
体
の
十
ぺ
て
を
黒
ク
マ
の
皮
で
装
い
隠
し
て
い
た
し
、
ま
た
小
さ
な
儀
式
に
お
い
て
は
、
す
ぺ
て
の
瓜
が
完
全
に
つ
い
て
い
る
クマの前足の毛皮を腕につけていた。人々がクマの剛リ手の歌を側ずさんでいる側じゅう、クマたちはたき火のま
わ
り
を
剛
リ
、
地
而
を
瓜
で
引
っ
か
き
ま
わ
し
、
怒
り
た
け
る
ク
マ
の
助
き
を
ま
ね
て
い
た
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
か
く
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
世
界
中
を
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
ク
マ
か
ら
。
さ
あ
地
下
へ
も
ぐ
り
こ
も
う
。
背
中
を
泥
で
お
お
い
か
く
そ
う
。
（旧）
世界の北からくるおそろしい大きなクマに兄つからないよ』ソに。」
以
上
わ
れ
わ
れ
は
幾
つ
か
の
引
爪
を
重
ね
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
濡
楽
の
柧
蝋
に
み
ら
れ
る
幾
つ
か
の
定
型
的
特
徴
ｌ
腱
惟
織
戒
阯
地
戦
ど
Ｉ
を
例
示
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
を
そ
：
震
、
原
輪
民
族
乃
至
圃
然
民
族
の
消
す
る
率
、
蕊
の
定
型
的
特
徴
と
見
な
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
多
く
の
鵬
ｘ
仰
、
旋
休
へ
詩
、
声
、
姿
蒐
な
ど
の
表
現
行
動
の
複
合
体
が
、
呪
術
と
連
、
、
、
合して「定型」性を帯びているのである。しかも、この「定型」的な複合体と呪術の速く川は著しく打契的な性質を緋
び
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
波
ぜ
ら
れ
る
文
脈
や
場
耐
を
離
れ
て
飛
翔
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
表
現
行
助
の
複
合
体
と
し
て
の
「
定
型
」
の
意
味
は
、
個
々
の
文
脈
で
の
呪
術
の
役
割
を
勘
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
杣
川
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
固
有
の
「
音
楽
的
意
味
」
の
水
準
を
抽
出
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
定
型
旋
律
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
自
然
の
響
き
、
日
常
生
活
の
音
形
象
か
ら
明
確
に
区
別
された、差異性と同定性の知覚の可能な音形象がここに始めて成立したのである。この音形象は、
呪術との連合によって、一方では、その「定型」性を強制され、他方では、その象徴的含意の一義性を強制されてい
る。しかし、人々が音形象それ自体のうちに賀通する「体系」を看取し、それを自覚的に運用する段階にいたると、
「
定
型
」
性
が
瓦
解
さ
れ
て
、
そ
の
象
徴
的
含
意
の
一
義
性
も
暖
昧
に
な
っ
て
く
る
。
ジ
ャ
ン
ル
われわれは、かかる地平において始めて土阿楽という分野を想定する》）とができる。先に述ぺた表現行動の複合体の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
か
で
、
と
り
わ
け
音
楽
的
契
機
を
自
立
化
し
た
も
の
が
、
音
楽
で
あ
り
、
そ
の
音
楽
の
な
か
で
も
、
旋
律
的
契
機
を
焦
点
と
す
る
も
の
が、旋法音楽である。
（１）ＣＨ１の⑪ＵＨ乱口・円意ｂ図。ｓ暁ミミ目ロミの⑯への８§封門ミミ》§へ。②§Ｐ・目・ロ・局。）・尻・勺・向日丙○日の震の①。『ぬ
の獄月の一目口仔のの。ｎ】ｏ］・閏・ｍＢｐ⑪］＠．（切○・貝３，８②・心②．』の霞）には、これを批判したジンメルの処女論文、貴勺留、ロ。）・臼‐
⑪９①ロ日嗣ｓ口。］。固いｎヶの⑪日日のロｇの『】百の涛薯（国風駐ｓ、掃啓『感、》、更鳶ｇごｓｏへ二悶苛》ぐ。］・国局Ｂ）への言及も含まれてい
る。烈日］恩ｇｇＬ』、ミニ§只司匂（ミミ②．（缶①】□凶い・ここ）〔高山洋吉訳『作業歌ｌ労働とリズム』、一九七○、刀江書院〕
〕の：‐〕脚２回の⑩閃○口の⑪２回溥同吻切日②ミヘ．ｓ釘量甸鳥ミミ咀縄図冒（へ⑤魚、Ｓ諒鳥（。》息（○ｓ③負§』（》員『貝（§ゴミ亀目」］『９勺
〔小林善彦訳『言語起源論』、一九七○、現代思潮社〕
青
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
「
意
味
」
注
三
音楽における「体系」と「意味」
一一一一一一
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
は
、
か
れ
ら
の
所
論
の
難
点
を
．
二
つ
の
誤
っ
た
仙
雌
ｌ
仙
脊
楽
の
如
き
襖
総
な
拠
象
に
つ
い
て
、
雌
一
の
蹴
悶
塗
郷
雄
し
た
こ
と
、
②
脅
楽
の
概
念
塵
今
Ⅱ
の
そ
れ
に
引
き
濡
せ
て
、
Ⅷ
解
し
て
い
る
こ
と
ｌ
か
ら
川
躯
し
て
慰
弁
的
に
そ
の
起
鰄
を
想
定
し
たところにもとめた。民族斉楽学の成果が譜菰された段階で、かれらの所論は余り説得力を持たなくなった。ウェーバーも、
ザックスも、そういう成果を踏まえて、晋楽の祖型を論じている。Ｏ口外の：肝・冨偽句：ミミ§ミミ蔚昏風ミヨミミ・
ロロ圏３国弓§（ｚ◎瓜。ｐ・】貴い）〔皆川達夫、柿木吾郎訳『音楽の起源』、一九六九、所収一四’一五頁〕。
（２）舛日・】且牌可呂口い四目、】・側、嵐日菖・間・司息員§圏、』冒鳥鴇§§（のＩ囚冨輯ミ８薫鳥貫冒切旨日§鳥、冒嚢鰹〒
恩周蔵Ｓ時（巳８．ｍのロ・）に訳村皆川達夫氏の補欲を加えた『西洋宵楽史年表（一九七一、斉楽之友社）参照。
（３）少・勺・ョの月賦日・目、ロミ》８ビヘ信望ミミ範。（ｚ・瓜廿刻の、庁の日ロ日ぐ・勺『の脇．】し臼）
（４）垂ｎ階青ではなく打楽器膏の音楽の研究は、従来、背階論を中心とする氏族脅楽学では、船ど研究されてこなかった。むし
ろ、文化人類学者や昨今誕生した音楽人類学に従事する研究者によって、ようやく手がけられるようになった。後者は、音
刃
ソ
テ
ク
ス
ト
組
織
の
「
体
系
」
よ
り
も
、
音
楽
の
文
脈
に
注
月
し
た
が
、
そ
の
過
秘
で
氏
族
音
楽
学
が
無
視
し
て
き
た
、
打
楽
器
宵
を
主
体
と
す
る
音
楽
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
齋
楽
は
多
く
の
場
合
、
そ
の
固
有
の
脊
楽
的
次
元
を
杣
川
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
帝
楽
の
奏
される時と場所、奏考の主観的態度、需楽が打契的に述介しているために、研究打は何年かのうイールド・ワークを紙て、
始めて斉楽を含めた表出行動の含意を了解することが可能になる。その妓も大胆な試みは、ざぽ国厨ｏ嵐口蝕再ミミ贋骨・へ
厨冒§（司勝嵐口囚・ロロロ】く・印⑪脇》こ『⑭．）〔徳丸吉彦訳『人間の音楽性』、一九七八、岩波書店、ちなみに徳丸氏の訳者
解説は、昨今の民族斉楽学、脊楽人類学の研究動向と問題関心についての見事なスケッチにもなっている。〕また、青木保
「象徴と認識」（扇処会学構座Ⅱ、知識社会学員一九七六、東京大学出版会）には、文化人賊学者の系統の打楽器の脊楽の
研究動向の紺介も含まれている。
（５）前掲、安藤、何介、池官訳九四’九五頁。
（６）皆川、柿木訳前掲響。
（７）ｎ日（⑪囚９ｍ・弓意弓、【（包軋員ミミ買紅、（四四四】の．】し臼）〔福田昌作訳『音楽の源泉』ｐ一九七○、音楽之友社〕
音楽の祖型と、旋法音楽は、その具体的様態においては区別が困難である。発生史的にみれば、明らかに、後者は前
者に由来するし、後者もまた呪術と有契的に連合するものが多いからである。しかしながら、体系的な音組織を有す
る
か
否
か
を
側
や
す
と
し
て
、
両
者
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
旋
法
音
楽
の
成
立
の
前
提
と
し
て
、
オ
ク
タ
ー
ブ
及
び
５
度
と
４
度
の
音
程
の
差
異
性
と
同
定
性
の
知
覚
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
人
間
が
歌
う
だ
け
で
な
く
、
楽
器
を
使
用
す
る
段
階
に
い
た
っ
て
、
実
現
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
楽
器
は
、
音
程
間
隔
の
恋
意
的
・
偶
然
的
設
定
を
た
ち
切
っ
て
、
差
異
性
の
定
在
を
確
実
に
す
る
が
、
な
ぜ
、
ま
ず
オ
ク
タ
ー
ブ
と
５
度
と
４
度
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
た
い
へ
ん
簡
単
で
あ
る。先きにもちょっと触れたが、オクターブは基音の振動数の２倍の音で、人間の耳に高さの異なる同音として聴え
音楽における「体系」と「意味」
一一一一一一一
グー、グー、グー、グー、〆■、〆￣、グー、グー、
1５１４１３１２１１１０９８
、=〆～〆、‐〆、－'、－〆、-〆虹－"ミージ
前掲、安藤、角倉、池爾訳八五頁。
前
掲
、
福
田
訳
七
二
頁
。
前掲、皆川、柿木訳三五’三七頁。
前掲、皆川、柿木訳三三’一一一四頁。
前掲、桶川訳第二素参照。
小泉文夫『Ⅱ本伝統脊楽の研究』、一九六○、青楽之女社、一二一一一頁。
前
掲
、
福
田
訳
二
二
頁
。
河口呂口８§ｎ斤》毎『§きいミロミミ⑩（回）の［・ロ巳⑭心）〔米山俊血択『文化の型』、二五一一一’二五四頁〕。
第
四
節
旋
法
音
楽
の
「
体
系
」
と
そ
の
再
綱
１
1鑿 ■二二一＆｜一一細「《００℃ 音楽に
お
け
る
「
体
系
」
と
(t１３度）
Ｕる「体系」と「意味」
一三四
る春であり、５度は荻帝の％傭、４度はその狛俗の音である。楽器でもって雑斉を鳴らすならば、
むろんその払燕ｎが一番良く聴えるけれども、その（仮肋数の）二併粁たるオクターブやその三併
汗でもあるオクターブ上の５度音を聴くことが可能である。またオクターブの脊側照を５度、例
えばｃｌｇで分制すれば、ｇｌｄ（オクターブ上の）は４度である。この三穂麺の音程は、音響
学
的
に
言
っ
て
も
、
振
動
数
の
比
例
側
係
が
単
純
な
た
め
に
、
識
別
と
何
定
が
存
易
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
次
の相摘は全く正しい。
「
鰍
始
的
な
綱
倣
の
発
逮
に
と
っ
て
、
和
洲
的
に
雌
も
純
鑿
剛
澱
１
８
山
５
度
Ｊ
腱
ｌ
が
他
の
宵
柵
隔
よ
り
も
一
段
と
際
立
っ
た
位
悩
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
一
般
に
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
斯
併
の
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
汗
稚
は
「
明
瞭
さ
」
が
い
っ
そ
う
大
き
い
の
で
、
ひ
と
た
び
認
知
さ
れると、汗楽的に祁悩し易いものとして、隣接する多数の青Ⅲ脳のなかからとくに耕しく際立
（１）
ったとい』ソ耶价である。」
そして右に述べたオクターブ（８度）、５度、４度の発兄によって、人間は始めて青組織の「体
系」を漣符する手がかりを把んだことになる。なぜならば、これによって、オクターブを或る宵
間隔で配列した土ｎ階の作成が可能となったからである。旋法幸、楽の場合、幸い階の作成の方法とし
て
は
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
卉
階
の
如
く
５
度
の
秋
み
虹
ね
に
よ
る
も
の
と
、
４
度
（
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
）
の
秋
み
虹
ね
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
世
界
中
で
広
く
行
わ
れ
た
後
将
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
譜
例
①
は
テ
ト
ラ
コード４度（証１Ｊ）の中に、短３度（証Ｉ。）の青間隔を設定し、一全背分あけて、同一の音
音楽における
④｜｜石；
間隔を設けたテトラコードがそのまま秋み重ねられた、テトラコードの分離狐による五宵脊
階である。
譜例②は、４度を構成する商い方の音のＭがそのまま次の４度の開始音となって積み重ね
られたテトラコード接続型による五音々階である。右に挙げた旋法のサンプルには半普がひ
と
つ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
無
半
脊
の
五
斉
々
階
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
人
、
ア
ン
ナ
ン
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
、
日
本
人
、
パ
プ
ア
人
、
フ
ラ
ニ
グ
、
人
に
お
い
て
と
同
様
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
も
見
出
さ
れ
、
西
欧
に
お
い
て
、
遠
い
背
の
脊
楽
で
は
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
が
確
囑
笑
だ
と
思
わ
れ
（２）
る。」だが、日本の都節やジャワのペロッグヱｎ階のように半音を含む王立口々階もある。また、
譜例①④にみられるように、テトラコードの内部に、全音、全音、半音という音間隔を設け
る
七
青
々
階
も
あ
る
し
、
ギ
リ
シ
ャ
音
楽
に
至
っ
て
は
、
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
の
内
部
に
四
分
音
の
音
程
、
ア
ラ
ビ
ア
脊
楽
で
は
四
分
の
三
の
音
程
念
牌
接
脊
と
の
間
隔
）
な
ど
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
（
４
度
）
の
分
剖
の
仕
方
次
第
で
無
数
の
旋
法
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
事
実
、
世
界
に
は
様
々
の
旋
法
の
音
楽
が
散
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
にある文化圏で定常的とされる旋法についても、テトラコードの枠さえはずさなければ、内
部に投入する音程間隔次第で、その序衛的な旋法Ⅱ「体系」からの様々の逸脱が可能である。
その逸脱が定着して、新しい旋法がつくられる場合もある。オクターブの分割が倍音原則を
「体系」と「意味」
一三五
冒壽二壷三二三雪二三
産三三三 脊梁における「体系」と「意味」
鋲姜篁#三 寺字Jと'4言二二２３３
淵例⑦
#三三＝
＃ ‘■
（３）
小泉文夫氏によれば（『Ⅱ木伝統宰脚楽の研究』）、Ⅱ本の伝統立岡楽に
は、譜例⑤にかかげたⅢ菰のテトラコードからつくられた譜例の⑥四
種の宵階がある。
何は民謡やわらべ唄にみられるもの、③が近世邦楽の三味線や竿（コ
ト
）
の
宵
楽
に
み
ら
れ
る
「
都
節
」
の
帝
階
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
「芸術音楽を持つ東アジアの諸民族のなかでは、封建的に紐織化され
一一一一一ハ
踏
ま
え
ず
、
四
度
を
間
隔
原
理
で
分
割
す
る
か
ら
、
少
く
と
も
理
論
上
は
、
無
限
の窓意が可能なのである。旋法音楽が個々の呪術との連合を薄めて
「瀞美的欲求」（ウェーバー）の充足に向うとき、このことは、実際
上
、
し
ば
し
ば
発
生
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
恋
意
を
許
界
す
る
旋
法
音
楽
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
自
体
のなかに、齋組織の「体系」に川来する、髭爪扣互の価値づけや階層性
が
川
硫
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
械
態
は
、
文
化
側
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
こ
で
は
、
代
表
例
と
し
て
、
Ⅱ
木
の
旋
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
旋
法
を
例
に
と
っ
て
「
体
系
」
内
で
の
帝
の
価
依
規
定
を
見
て
お
き
た
い
。
２
（４）
ていた日本人だけが、情熱的な表現を求めた結果、原則として半立国階法を強く好んでいた」、その範例として挙げて
し
よ
う
匙
よ
う
いるｊｂの。半率脚々程をさけることの多いペンタトニックのなかでは珍しい。㈹は雅楽や声明に川いられ、体と呼ばれ
る。この脊階は中国や朝鮮の音楽にｊｂみかける音階である。㈹は琉球の青階でこれも半音々程を含んでいる。
さて問題は、これらの音階の構成音が、音階という「体系」のなかで一定の序列を帯びている点である。まずテト
ラコードの両端の４度を構成する一一つの音、譜例⑤でいえば、ｄとＰが旋律の中心音、小泉文夫の用語でいって「核
音」を構成する。そのため同じ譜例の４度の中の“はつねに長２度上のＦか、短３度下の。へ向って終止する。この
テトラコードが分離型的接合によってオクターブを構成する場合、謂例⑥③についていうと、ｄとＰ、図と。が核斉
（５）
の機能を減ずるはずであるが、Ⅱ本の旋法では、「すべての述続した３土、旋律はまん中の立川で終止する」という経験
則が作用して、印、Ｆ、剖遵の述続する３青のうちＦのみが核宵として残される。したがって、この音階では、。、Ｐ、
。が核晋、ウェーバーの用語でいって「中心音」の役割を果すことになる（譜例⑦③参照）。同様の原則を他の三つ
の晋階にも適用すると、仙都節では。、ｇ、。、何律では。、ｇ、。、⑥琉球音階では。、Ｐ、ｊが核晋としてとり
だ
さ
れ
る
。
す
る
と
四
つ
の
音
階
の
関
述
も
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
㈹
と
㈹
、
⑥
と
い
が
核
斉
を
共
通
し
て
お
り
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
に
狭
ま
れ
た
中
川
音
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
小
泉
文
夫
は
、
こ
れ
を
発
生
史
的
近
親
関
係
を
示
す
証
拠
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
核
音
の
位
侭
が
不
動
で
、
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
内
部
の
中
間
背
の
み
半
音
変
化
と
い
う
あ
り
か
た
は
、
旋
法
音
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
の
逸
脱
と
再
編
を
知
る
う
え
で
大
変
示
唆
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
場
合
、
４
度
と
いう識別と同定の容易な基礎音程の枠組を動かさずに、テトラコード内部の中間青にヴァリァントが設けられている
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
半
音
差
と
い
う
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。
四
分
背
稗
度
の
動
き
で
あ
れ
ば
、
旧
「
体
系
」
の
逸
脱
で
あ
音
楽
に
お
け
る
「
体
系
」
と
「
意
味
」
一三七
音楽における「体系」と「意味」
一三八
るものが、半音という差異と同定の知覚の明確な逸脱であるだけに、新なる「体系」の定立を生んだものと思われる。
（以下次号）
（１）前掲、安藤・灼愈・池官訳九○頁。
（２）前渦、安藤・伽介，池徹駅四一頁。
（３）この項での記述と粥例⑤、⑥、⑦は、小泉文夫の『旧木伝統脊楽の研究』（一九六○、齋來之友社）、とくにその第四軍
「脊隣についての諸問題」にもっぱら依拠している。また、有脇大五郎『ヘテロブォニー脊楽への関心』（一九七一一一、国立
詳
楽
大
学
）
も
合
せ
て
参
川
し
た
。
（４）前掲、安藤・角介・池嵐訳四二頁。
（５）前柵、小泉文夫、二四九頁。
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